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懸
れ
近
代
勢
働
者
階
級
と
は
、
先
づ
其
の
法
律
上
自
由
を
有
す
る
織
に
於
て
奴
隷
や
隷
農
と
異

　
な
訪
、
次
に
其
の
業
務
を
濁
立
に
行
な
ふ
に
必
要
な
る
資
本
を
所
有
し
な
い
織
に
於
て
総
て
の
種

　
類
の
企
業
家
よ
蟹
走
別
ぜ
ら
煎
、
次
に
働
か
ず
と
竜
其
の
所
得
に
よ
♪
て
濁
立
な
る
生
活
を
管
む
’

　
に
足
る
財
産
を
有
し
な
い
織
に
於
て
資
産
者
と
違
ひ
、
而
し
て
自
由
契
約
に
よ
参
て
、
他
人
に
呈
供

　
す
る
自
己
の
勢
働
に
封
ず
る
報
酬
帥
ち
賃
銀
を
受
け
、
之
を
唯
一
の
生
活
資
源
、
或
は
少
く
竜
之
を

　
最
と
竜
根
本
的
な
る
生
活
資
源
と
し
て
、
猫
立
な
る
、
生
活
を
螢
む
人
々
を
総
即
す
る
一
階
級
で
あ

　
る
。

㎜
　
か
・
る
斌
會
階
級
の
號
生
す
る
に
遷
先
づ
高
踏
一
般
の
法
律
上
の
自
典
範
は
法
律
上
の
李
等

　
　
　
　
．
　
近
代
麟
”
轍
門
渚
階
級
の
聯
柳
醗
’
思
潮
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哲
攣
研
三
舞
五
＋
六
號
　
．
，
　
・
・
　
、
　
　
　
，
　
．
　
　
二

粥
が
認
め
ら
れ
る
≧
乏
が
一
の
根
本
條
．
件
に
し
イ
夷
れ
が
認
め
ら
れ
な
い
以
上
嫉
此
の
駆
馳
階
級

1

　
は
到
嚢
生
し
嚢
惨
毒
る
．
而
↓
て
法
律
上
の
畠
を
國
民
一
磐
認
鴬
と
云
三
越

　
憲
章
國
家
の
一
特
徴
で
あ
る
か
ら
、
此
の
方
面
よ
ゆ
見
る
も
、
今
日
勢
働
者
階
級
と
稻
ぜ
ら
る
＼
竜

　
の
は
、
一
の
近
世
的
産
物
で
あ
る
こ
と
は
朋
自
で
あ
る
。
要
す
る
に
國
民
一
般
に
、
法
律
上
の
肖
由

　
が
認
め
ら
れ
て
居
る
が
息
め
に
、
一
’
墨
入
が
他
の
私
入
を
膚
己
の
順
潮
の
潜
め
に
使
用
す
る
．
に
は
、

　
良
由
契
約
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
数
い
事
が
、
近
代
勢
働
者
り
生
起
す
る
一
の
．
根
本
條
件
で
あ
る
。
而

　
し
て
．
一
方
に
於
て
は
．
資
産
の
箇
人
的
心
慮
が
好
ば
れ
る
と
共
に
、
他
方
に
於
て
は
此
の
如
き
自
由

　
な
る
勢
働
者
．
が
起
づ
、
更
に
大
量
需
要
が
登
達
す
る
と
に
よ
ム
て
、
遊
に
近
代
資
本
主
義
が
駿
生
し

　
て
來
π
の
で
あ
．
る
が
、
此
の
近
代
．
資
本
主
義
な
．
る
も
の
は
螢
利
主
義
と
経
濟
的
合
理
主
義
と
を
其

　
の
根
本
精
解
と
な
す
も
の
に
し
て
、
之
れ
に
よ
づ
て
法
律
上
膚
、
由
に
し
て
、
全
く
或
は
主
と
し
て
賃

　
銀
に
よ
ゑ
て
生
活
す
る
勢
働
嚢
即
ち
近
代
勢
働
者
が
大
ど
増
加
し
て
家
．
た
の
で
あ
る
。
．
さ
れ
ば

　
遊
事
勢
働
者
詮
方
に
立
て
は
蛭
代
資
本
主
義
の
登
生
す
る
根
本
的
一
條
件
で
あ
る
と
同
晴
に

　
叉
近
代
資
本
主
義
．
の
大
な
る
畿
達
に
即
互
で
、
始
あ
七
重
要
な
ゑ
繋
、
階
級
と
な
つ
疫
の
で
あ

　
る
。
．

　
　
螢
利
主
義
及
び
脛
濟
的
合
理
主
義
を
根
本
精
紳
と
す
る
近
代
費
本
主
義
組
織
の
下
に
於
て
は
、



四
竃
義
的
企
業
家
は
警
な
る
事
箆
重
て
．
先
づ
勢
働
誉
儲
嘉
す
を
と
を
・
似
て
、
螢
秘

の
島
蒸
す
る
禁
豊
方
針
と
夷
．
響
崇
る
だ
・
雲
影
賃
ふ
る
覆
萎
∫

導
出
殴
る
謬
見
働
か
せ
る
醤
を
長
．
、
、
量
藷
磐
勢
三
岳
亘
る
だ
け
費
用

の
か
＼
毒
様
に
露
置
す
る
ピ
と
を
．
管
笛
の
，
根
本
竺
方
針
と
し
海
。
，
此
一
て
緻
派
の
何
れ
の

國
に
付
て
見
る
竜
、
費
本
主
糞
の
駿
藩
の
早
代
に
あ
占
’
て
に
勢
働
者
の
物
質
酌
生
活
妖
態
億
甚
だ

悲
惨
を
極
あ
て
居
る
。
害
し
て
此
の
如
き
物
獲
蝕
生
活
の
墜
落
に
俘
な
．
ふ
τ
、
叉
精
子
的
生
活
竜

墜
落
し
π
。
　
　
　
　
　
，
、
　
　
　
　
　
．
’
　
　
　
　
．
　
．
　
　
「
　
　
　
－
，

併
し
早
代
の
近
代
螢
働
者
の
精
紳
篁
活
の
墜
落
の
源
因
と
し
て
、
五
．
人
が
更
転
意
す
灘
．

雷
悟
る
專
噛
み
る
．
夫
れ
は
早
岱
蓑
蕩
誉
大
部
分
魔
租
代
々
佳
み
慣
魔
村

落
を
蓑
集
の
職
業
を
捨
で
、
都
雲
霧
飽
し
茎
く
新
し
き
圏
饗
此
身
新
匙

法
器
難
ず
る
人
茎
あ
皇
と
云
謹
と
で
あ
る
．
此
の
禧
は
嚢
鐘
の
繕
の
精
，

聯
聖
柱
で
あ
っ
盗
理
言
及
び
宗
驚
縛
設
を
雫
馨
の
心
か
ら
潰
婆
せ
カ
。
彼
．
等
は

官
憲
に
於
て
は
書
意
想
や
威
無
償
翼
．
そ
の
若
鷺
ら
解
放
さ
艶
、
精
埜
畠
な

入
と
な
つ
π
の
で
あ
る
・
併
し
と
う
去
ら
れ
π
る
古
・
き
鍋
倉
的
内
容
に
代
っ
て
、
彼
■
等
の
心
を
充

穿
可
霧
レ
き
精
霧
内
容
は
契
ら
れ
な
か
つ
虎
．
睡
れ
驚
の
投
げ
込
窺
霧
茎

　
　
　
　
近
代
勢
働
者
懸
緻
の
鷺
罎
思
潮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
護
、
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妙
境
は
、
只
混
観
を
極
め
て
居
る
だ
け
で
ま
だ
何
等
の
精
紳
的
内
容
を
も
産
出
し
て
居
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
彼
等
は
か
㌦
る
搬
態
の
下
に
あ
ム
て
は
、
其
の
僅
か
な
餓
暇
を
酒
色
や
賭

博
に
費
や
し
だ
の
で
あ
る
。
・
要
す
る
に
早
代
の
近
代
勢
働
者
は
．
物
質
的
に
竜
亦
精
紳
的
に
竜
、
實

に
堕
落
の
極
に
隔
っ
て
居
つ
π
と
云
ひ
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
彼
等
は
か
、
る
厭
態
よ

う
し
て
如
何
に
し
て
畳
醒
し
疫
か
。

農

　
近
代
勢
働
者
の
精
謹
聴
畳
醒
の
過
程
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
甚
だ
興
味
あ
る
叉
重
要
な
る
一
問

題
で
あ
る
が
、
余
は
館
に
之
を
論
冒
す
る
暇
は
な
い
か
ら
、
只
野
送
に
一
言
す
る
に
止
め
て
置
く
。

、
央
れ
近
代
勢
働
者
の
精
聯
的
駿
動
は
、
先
づ
己
を
酷
使
す
る
箇
人
的
傭
主
に
翻
す
る
怨
恨
と
し
て

現
は
れ
、
而
し
て
暴
力
を
以
て
傭
主
に
復
讐
せ
ん
と
す
る
こ
と
が
其
の
運
動
の
初
め
で
あ
っ
た
。

併
し
募
れ
は
輩
に
箇
人
的
勢
働
者
が
箇
人
蘭
傭
主
に
期
し
て
抱
け
る
怨
恨
、
及
び
成
せ
る
行
動
に

し
て
、
勢
働
者
の
瞬
結
的
行
動
で
な
か
つ
だ
か
昏
、
ま
だ
之
を
勢
働
者
の
運
動
と
樗
す
る
こ
と
は
碍

寒
な
い
。
而
し
て
同
剛
の
息
綱
に
癒
し
て
同
様
の
怨
恨
を
抱
け
る
幾
多
の
勢
働
者
が
相
集
ゆ
て

暴
行
を
加
へ
る
に
至
っ
て
、
霜
…
々
鐙
働
癒
動
の
形
を
見
へ
て
家
だ
が
、
併
…
し
夫
れ
竜
無
計
霊
的
、
無
組



　
織
的
で
、
而
し
て
一
時
朗
な
突
駿
的
な
蜜
動
に
懸
ぎ
な
か
つ
だ
か
ら
、
荷
ほ
緊
密
に
勢
働
蓮
動
と
穏

　
す
る
こ
と
は
出
來
覆
い
。
而
し
て
彼
等
の
問
に
組
織
的
な
計
書
的
な
蓮
動
が
駿
生
す
る
に
は
、
先

　
づ
彼
等
の
精
紳
が
或
程
度
の
聖
典
に
達
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
だ
が
、
夫
れ
に
は
人
遁
主
義
の

　
資
本
家
や
、
彼
等
に
同
情
し
、
更
に
進
ん
で
彼
等
と
同
化
す
る
智
識
階
級
の
人
々
の
現
は
れ
る
ζ
と

　
が
必
要
で
あ
っ
た
。
若
し
然
ら
ず
ば
肝
近
代
勢
働
者
階
級
は
今
日
見
る
が
如
き
精
聯
的
登
達
を
炭

　
す
乙
と
は
、
到
底
出
豪
な
か
つ
π
で
あ
ら
う
と
患
は
れ
る
。

　
　
併
し
初
め
は
勢
働
者
に
同
情
し
、
彼
等
の
生
活
の
改
造
を
圖
ら
ん
と
す
る
智
識
階
級
の
運
動
は

　
あ
ま
う
有
敷
で
な
か
っ
た
。
　
是
れ
爾
者
の
’
嵩
に
完
全
な
る
理
解
は
成
立
し
難
い
爆
撃
で
あ
ウ
泥

　
か
ら
で
あ
る
。
　
勢
働
者
階
級
は
智
識
階
級
の
思
想
を
よ
く
理
解
し
得
な
い
と
、
同
時
に
、
智
識
階
級

　
も
ま
た
勢
働
者
階
級
の
潜
勢
力
を
観
組
す
る
之
と
が
出
家
ず
、
只
憐
れ
な
る
勢
働
者
を
救
毒
す
る

　
ぐ
ら
い
の
考
へ
で
居
た
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
智
識
階
級
の
問
に
、
近
代
勢
働
者
の
潜
勢
力
、
即
ち

　
將
來
の
下
穿
改
造
の
原
動
力
と
な
る
力
の
近
代
勢
働
者
階
級
の
申
に
潜
在
す
る
乙
と
を
観
照
し
、

　
己
れ
を
彼
等
と
同
化
じ
て
考
へ
、
叉
彼
等
の
問
に
入
亜
て
彼
等
と
共
層
に
蓮
動
に
．
参
加
し
つ
、
、
彼
等

　
を
敷
育
す
る
竜
の
が
起
る
に
至
っ
て
眠
鼓
に
爾
者
の
了
解
が
で
き
、
勢
働
者
は
智
識
階
級
の
説
に
心

撒
か
ら
耳
姦
け
泰
掩
偉
く
て
彼
等
の
知
力
は
登
達
し
理
蛙
箋
醒
し
泰
π
・

　
　
　
　
　
近
代
勢
鰍
瑚
者
階
級
の
暫
攣
愚
渤
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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三

ノ、

　
然
る
に
今
勢
働
者
階
級
の
眞
め
勢
力
を
理
解
し
、
己
を
・
彼
等
と
同
化
し
て
考
へ
、
彼
等
の
響
動
を

指
導
し
つ
改
彼
等
を
敏
羨
し
π
る
智
識
階
級
の
入
々
の
．
中
に
て
、
最
と
竜
勢
力
を
亡
ぶ
だ
の
は
力

度
粥
マ
「
一
〃
ク
ス
及
μ
彼
の
一
派
の
人
々
で
み
っ
た
。
而
し
て
マ
置
ル
ク
ス
．
一
．
涙
は
唯
物
主
義

を
奉
じ
、
其
の
二
二
主
義
は
二
更
的
に
は
唯
物
圭
義
に
基
づ
い
て
立
て
層
ら
れ
π
る
竜
の
．
で
は
，
な
い
’
「

に
し
、
て
職
少
く
竜
理
論
的
に
は
唯
物
主
義
に
よ
ム
て
二
胡
せ
略
れ
、
辮
護
さ
れ
♂
．
屠
る
も
め
で
あ

る
。
此
く
て
近
代
勢
働
者
階
級
問
に
登
達
せ
る
最
初
の
哲
學
は
、
唯
物
圭
義
哲
學
で
あ
っ
禿
の
で

あ
る
。
要
す
る
に
近
思
勢
働
者
階
級
は
曝
露
的
に
は
先
づ
唯
物
主
義
的
に
畳
醒
し
溢
め
で
あ
る
。

而
し
て
マ
罫
ル
ク
ス
の
時
代
は
現
代
哲
學
史
上
唯
物
主
義
男
柄
が
最
と
も
勢
力
を
振
ふ
π
時
代
「

で
あ
っ
泥
目
と
は
、
勢
働
者
階
級
を
レ
て
、
之
を
以
て
彼
等
特
有
の
哲
學
と
信
ぜ
し
め
る
上
に
少
な

か
ら
臓
・
影
響
を
及
ぼ
し
π
も
の
と
思
は
れ
る
。
　
彼
等
は
遽
に
唯
心
主
．
義
哲
學
を
以
イ
ブ
す
ア
ジ

『
ア
階
級
特
有
の
哲
學
と
認
め
み
と
共
に
、
唯
物
主
義
哲
學
を
以
て
彼
等
の
階
級
特
有
の
哲
學
と

確
信
．
す
る
に
至
つ
π
の
で
あ
る
。

　
絢
ほ
吾
人
は
近
代
勢
働
者
階
級
炉
笠
置
蘭
に
は
先
づ
唯
物
解
義
的
に
畳
・
醒
せ
る
こ
と
は
」
蕾
歳



　
・
マ
著
川
ク
ス
蝋
涙
の
影
響
に
よ
る
ば
か
う
で
な
く
、
其
の
外
に
酪
種
々
な
る
原
因
が
あ
る
と
考
へ

．
る
の
で
あ
る
。
遊
空
々
響
t
く
論
述
し
て
居
る
骸
は
な
強
ら
是
れ
竜
其
の
最
と
竜
亀
田
と

　
思
は
ち
＼
竜
の
に
．
付
て
」
極
簡
…
羅
に
＝
面
す
み
に
止
め
て
置
く
が
、
先
づ
’
第
］
な
は
近
代
資
本
主
義

　
は
三
蔵
的
技
術
を
以
て
其
の
登
山
の
最
と
も
重
要
な
る
一
因
素
と
な
す
幡
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば

蓑
盗
難
的
醤
の
下
皆
協
身
熱
論
叢
が
轟
蓄
警
乗
隻
墾
馨

　
の
精
紳
は
科
面
的
合
理
主
義
的
に
な
つ
で
來
π
の
で
．
あ
る
。
而
し
て
彼
等
は
偵
然
に
竜
人
生
に

　
竜
紳
秘
的
要
素
の
存
在
ゆ
る
を
認
乃
ず
総
て
が
合
浬
主
義
的
に
説
適
し
得
ら
れ
る
竜
の
と
耀
ま

　
る
に
至
っ
楚
。
術
ほ
此
の
合
理
主
義
的
傾
向
は
彼
等
の
反
敏
會
的
態
度
が
反
宗
敏
的
態
度
に
韓

　
化
す
る
こ
と
に
よ
り
て
，
大
に
息
め
ら
れ
尤
。
而
し
て
近
世
合
理
主
義
の
駿
達
の
歴
更
の
．
示
す
如

　
噛
く
科
學
の
登
達
に
伸
な
ふ
合
理
圭
髄
哲
學
嫉
み
の
つ
か
ら
唯
．
物
事
義
に
罷
む
傾
向
が
層
あ
6
と
思

　
’
は
れ
る
か
ら
、
近
代
勢
働
者
階
級
問
に
先
づ
磯
達
せ
る
合
理
圭
義
的
傾
向
も
、
斎
言
・
馬
込
．
明
の
影
響

　
に
よ
蚤
て
る
め
っ
か
ら
唯
物
主
義
的
に
な
っ
て
ぶ
た
と
推
測
ざ
れ
る
。
・
殊
に
此
の
言
合
に
直
接

　
欠
マ
．
匿
ル
タ
ス
派
の
影
響
を
受
く
る
に
於
て
は
、
彼
等
の
問
に
唯
塩
蒸
し
義
哲
學
の
大
に
登
話
し
て

　
．
來
π
の
は
、
自
然
の
勢
ひ
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

細
　
次
に
近
代
勢
働
者
階
級
は
縛
來
の
ナ
・
〃
ジ
ヨ
ー
ア
的
証
訟
貴
族
的
理
想
を
排
斥
す
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
近
機
勢
働
齎
階
級
の
暫
攣
患
潮
噛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



　
　
　
　
　
蟹
門
　
羅
Ψ
　
礁
…
　
究
　
　
　
鱗
が
蕊
　
十
　
六
　
鞭
酬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

拙
　
ま
ウ
て
、
遽
に
理
想
主
義
其
物
を
排
斥
す
る
に
至
つ
差
と
思
は
れ
る
。
　
彼
等
は
血
塗
の
理
想
を
排

1
　
斥
す
る
と
同
時
に
、
理
想
主
義
奨
蛎
の
本
質
を
よ
く
理
解
し
て
、
新
し
き
理
想
を
立
て
る
に
は
、
ま
だ

　
其
の
精
，
聯
的
駿
蓬
は
、
あ
ま
り
に
幼
灘
で
あ
9
た
。
　
而
し
て
唯
物
主
義
建
立
揚
よ
り
必
然
的
に
．
器

　
械
的
に
到
達
さ
れ
る
と
認
め
ら
る
＼
結
果
を
人
生
の
艮
的
と
見
る
ζ
と
は
、
彼
等
の
當
時
の
知
力

　
の
登
達
程
度
に
於
て
、
比
較
的
に
よ
く
理
解
し
得
ら
れ
る
思
想
で
あ
っ
た
。
此
く
て
彼
等
は
理
想

　
主
義
を
排
斥
し
て
唯
物
主
義
を
奉
ず
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
近
代
勢
働
者
は
傳
來

　
の
理
想
其
の
物
を
排
斥
す
る
乙
と
と
、
近
代
唯
物
主
義
的
哲
學
思
想
が
彼
等
の
漸
く
衆
慮
逮
せ
る

　
哲
學
的
思
考
力
の
程
度
に
於
て
比
較
的
に
よ
く
、
理
解
し
得
ら
れ
π
ヒ
と
に
よ
ウ
て
、
先
づ
唯
物
主

　
義
を
．
奉
ず
る
に
至
つ
差
の
で
あ
る
。
右
の
読
述
は
あ
ま
ウ
に
簡
輩
に
し
て
、
余
の
考
へ
を
十
分
に

　
云
ひ
表
は
し
て
居
ら
澱
か
と
思
ふ
が
、
鑑
に
詳
し
る
述
ぶ
る
暇
は
な
い
か
ら
、
他
日
機
會
を
得
れ
ば

　
改
め
て
詳
論
す
る
ヒ
と
と
す
る
。

圏

　
曲
説
大
無
上
前
節
に
於
て
、
蓮
べ
し
が
如
き
理
由
に
よ
参
て
、
近
代
勢
働
者
階
級
の
哲
面
的
思
想

は
、
唯
物
主
義
的
に
．
螢
達
し
て
摩
π
の
で
あ
る
が
、
然
る
に
第
十
九
世
紀
の
絡
卦
頃
に
至
っ
て
、
種
々
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な
る
強
情
は
蓮
代
勢
働
者
階
級
の
哲
學
的
思
潮
を
唯
物
主
義
的
よ
ウ
唯
心
主
義
的
に
轄
化
零
せ

て
來
た
の
で
あ
る
。
鼓
に
墓
碑
の
事
情
を
詳
し
く
述
ぶ
る
暇
は
な
い
か
危
、
其
の
申
の
殊
に
重
要

な
る
竜
の
に
付
て
、
矢
張
ウ
極
簡
輩
に
蓮
ぺ
て
置
く
。
　
　
　
　
　
．

　
今
親
近
に
至
っ
て
近
代
勢
働
者
階
級
の
哲
學
的
思
潮
が
、
唯
物
主
義
的
よ
ウ
重
心
主
義
的
に
聴

化
し
凍
れ
る
根
源
竜
、
矢
張
う
彼
等
を
指
導
ず
る
智
識
階
級
の
人
々
に
於
け
る
思
潮
の
墾
動
に
あ

る
。
帥
ち
其
等
の
人
や
が
喉
物
主
義
的
哲
學
思
想
に
疑
ひ
を
起
し
、
而
し
て
唯
心
主
義
的
三
豊
思

想
に
耳
を
傾
け
、
以
て
魅
會
思
想
の
改
造
或
は
新
駿
展
を
試
み
ん
、
と
ヨ
る
傾
向
を
螢
達
き
せ
て
來

た
こ
と
が
、
即
ち
近
代
勢
働
春
階
級
に
於
け
る
憂
身
思
潮
の
騒
動
の
根
源
で
あ
る
。
そ
こ
で
吾
入

は
此
の
獲
動
の
原
因
を
意
企
の
智
識
階
級
の
入
団
に
付
て
探
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
然
ら
ば
熊
鼠
の
智
識
階
級
の
入
々
は
、
如
何
な
る
原
因
に
よ
っ
て
其
の
哲
學
朗
思
潮
を
憂
動

さ
せ
て
家
だ
の
で
あ
る
か
。
叢
に
其
の
殊
に
重
要
と
思
は
る
、
竜
の
を
暴
ぐ
れ
ば
、

　
　
の
唯
物
主
義
を
墓
礎
と
す
る
耽
會
思
想
の
理
論
的
行
き
詰
う
。
但
し
既
の
行
き
詰
ウ
を
威

　
　
　
ず
る
だ
け
、
哲
學
的
思
惟
を
働
か
せ
な
い
人
々
、
或
は
働
か
さ
な
い
細
々
は
．
今
欝
ほ
唯
物
圭

　
　
　
義
を
固
持
し
て
居
る
。

　
　
働
唯
物
主
義
を
墓
礎
と
す
る
戯
曲
感
動
の
油
壷
的
行
き
詰
ウ
。
今
日
之
を
意
識
し
て
理
想

　
　
　
　
近
代
勢
轍
凹
者
階
級
の
哲
學
思
潮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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哲
學
硯
究
桐
箪
五
・
＋
六
號
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

　
　
　
主
義
に
根
縷
を
求
あ
ん
と
す
る
駅
止
と
、
不
知
不
識
な
理
想
主
義
を
加
味
す
る
人
々
と
．
が

　
　
　
あ
る
。

　
　
働
軌
近
の
哲
學
的
思
想
界
に
於
て
新
理
想
圭
義
が
勃
興
し
凍
蚤
て
、
唯
物
主
義
の
墓
礎
を
破
、

　
　
　
壊
し
、
而
し
て
桃
．
近
の
昏
鐘
界
の
背
景
を
作
る
込
の
は
、
ア
E
ル
ク
ス
の
時
代
と
は
異
ム
て
，

　
　
　
唯
・
物
主
義
で
は
な
く
、
唯
心
主
義
と
な
っ
て
來
．
た
乙
と
。
，
，

　
右
の
事
「
項
に
付
て
、
は
、
余
は
拙
下
「
暢
近
瀧
會
思
想
の
研
究
」
上
港
中
に
詳
し
く
論
越
し
で
居
る
か

ら
、
鼓
に
砿
論
蓮
を
省
い
て
置
く
。
禽
ほ
余
が
最
近
に
公
に
せ
る
同
審
上
巻
別
冊
、
新
理
想
主
義
の

歴
更
哲
學
』
を
合
せ
て
塗
考
に
供
せ
ら
れ
控
い
』

終
ム
に
新
理
想
主
義
に
よ
ウ
て
勢
働
者
階
級
の
果
圃
的
．
思
想
を
改
造
せ
ん
と
す
6
人
々
が
、
從

來
の
如
．
く
理
想
主
義
を
以
て
ナ
奮
〃
ジ
ョ
ア
階
級
の
哲
學
と
な
し
、
唯
物
主
義
を
以
て
勢
働
者
階

級
の
哲
學
と
な
す
懸
想
を
顛
倒
し
て
、
唯
物
主
義
を
以
て
ブ
葺
ア
ジ
厨
ア
階
級
の
哲
學
と
復
レ
新

理
想
主
義
を
以
て
、
勢
全
巻
階
級
の
食
立
と
な
さ
ん
と
す
る
理
由
を
少
し
く
考
．
へ
て
藁
葺
に
、
要
す

る
に
現
代
ブ
3
〃
ジ
ョ
ア
階
級
の
實
際
的
生
活
ば
全
ぐ
唯
物
主
義
的
も
の
に
し
て
、
唯
物
主
．
義
的

近
代
面
明
は
プ
『
ル
ジ
ヨ
ア
階
級
．
の
丈
明
で
あ
る
。
資
本
主
義
的
精
紳
は
唯
物
主
義
の
最
「
と
も
．

深
い
表
出
噂
あ
る
。
之
れ
に
反
し
て
勢
働
者
階
級
は
奮
理
想
主
義
の
塞
き
現
實
を
離
れ
π
・
貴
族



，
的
な
理
想
主
義
は
勿
論
承
認
ゆ
る
こ
と
は
幽
霊
な
い
が
窃
し
現
實
輩
堅
し
て
現
實
に
囚
は
れ
弐

現
實
を
突
破
し
て
現
實
を
改
．
尽
せ
ん
と
す
ろ
新
理
想
主
宰
・
こ
そ
、
實
に
勢
働
者
階
級
の
哲
學
で
あ

る
可
き
で
あ
る
。
勢
働
者
階
級
の
實
際
的
生
活
は
現
實
に
即
し
て
、
而
竜
理
想
に
生
き
る
も
の
で

あ
る
。
若
し
勢
働
者
階
級
よ
う
．
理
．
想
を
と
壷
去
れ
ば
彼
等
の
生
活
に
残
る
露
は
■
何
物
も
な
い
。
・

貧
弱
な
．
る
物
質
討
生
活
は
人
間
の
生
活
と
癒
す
る
に
足
る
ほ
ど
の
竜
の
で
な
い
。
・
プ
ー
ル
．
ジ
ヨ

ァ
階
級
は
物
質
拠
囚
ば
れ
て
，
物
質
に
論
証
て
居
る
か
、
勢
働
潜
階
級
は
囚
は
れ
る
だ
け
の
物
質
は

有
し
な
い
か
．
ら
、
物
質
に
遣
し
で
而
も
理
想
に
生
き
て
居
る
の
で
あ
る
。
若
し
然
ら
ず
ば
彼
等
は
．

詣
る
途
惑
し
な
い
の
で
融
。
而
み
て
彼
繧
．
吻
質
に
如
意
る
の
で
な
芝
を
捕
へ
て
、

言
々
理
憩
に
生
害
乏
す
る
も
の
で
あ
ゑ
余
は
近
借
勢
働
者
階
級
の
哲
學
蘭
思
想
は
此
⑳
如

く
に
機
達
す
る
に
至
．
つ
て
、
始
ゆ
て
、
近
代
勢
働
者
階
級
の
蓮
動
点
出
禦
の
新
文
化
の
登
達
盆
塗
し

「
て
甚
だ
重
大
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
と
な
る
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
，
（
大
正
九
年
十
月
五
日
寸

暇
を
盗
ん
で
本
論
文
を
書
く
。
」
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